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議
審
を
案
議

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

　
今
定
例
会
で
市
長
か
ら
、「

府
中
市
武
蔵
国
府
跡
施
設
条
例

及
び
「
府
中
市
立
ふ
る
さ
と
府

中
歴
史
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
条
例
」
の
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
議
案

は
、
新
庁
舎
「
は
な
れ
」
等
に

機
能
を
移
転
し
、
同
歴
史
館
を

廃
止
す
る
た
め
、
同
条
例
を
改

正
及
び
廃
止
す
る
。
ま
た
、
歴

史
館
の
各
施
設
を
武
蔵
国
府
跡

施
設
と
し
て
管
理
運
営
す
る
た

め
、
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
２
議
案
は

関
連
性
が
あ
る
も
の
と
認
め
一

括
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
教
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

委
員
か
ら
、「
国
史
跡
と
い
う

貴
重
な
歴
史
資
源
で
あ
る
た
め
、

府
中
の
歴
史
や
文
化
的
価
値
を

感
じ
ら
れ
る
空
間
と
し
て
、
市

民
の
誇
り
や
学
び
、
交
流
に
つ

な
が
る
活
用
を
進
め
て
ほ
し
い

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い

て
は
、
全
員
意
義
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
、
最
終
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
文
教
委
員
長
か
ら
審

査
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

任
命
の
同
意
を
求
め
る
議
案
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
方
々
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
農
業
委
員
会
委
員

朝
倉
　
直
樹
　
氏

菊
池
　
伸
明
　
氏

住
﨑
　
岩
衛
　
氏

�
野
　
英
治
　
氏

平
田
　
佳
子
　
氏

高
橋
規
実
代
　
氏

千
金
樂
千
詠
　
氏

土
屋
眞
理
子
　
氏

市
川
　
勝
彦
　
氏

鹿
島
　
　
守
　
氏

川
崎
　
俊
雄
　
氏

川
辺
初
太
郎
　
氏

河
内
　
　
優
　
氏

　
松
村
　
清
敏
　
氏

松
本
　
　
昇
　
氏

宮
澤
　
秀
弘
　
氏

森
田
　
吉
治
　
氏

市
川
　
道
子
　
氏

内
藤
　
健
一
　
氏

古
川
　
博
文
　
氏

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

岡
田
　
奈
穂
　
氏

人

事

議

案

▲

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
適
切
な
保
存
と
有
効
活
用
を
進
め
ま
す

◎
学
校
給
食
費
無
償
化
に
当
た

り
、
給
食
の
質
と
量
の
確
保
及

び
十
分
な
財
政
措
置
を
求
め
る

意
見
書

　
学
校
給
食
は
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
必
要
な
栄
養
を
保
障
し
、

教
育
の
公
平
性
を
確
保
す
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

そ
の
質
や
量
に
差
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に

お
い
て
必
要
な
財
源
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

に
対
し
、
適
切
な
制
度
設
計
と

十
分
な
予
算
措
置
を
講
じ
る
こ

と
な
ど
３
項
目
を
講
ず
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

◎
有
人
国
境
離
島
地
域
に
対
す

る
支
援
拡
充
及
び
特
別
措
置
法

の
改
正
・
延
長
を
求
め
る
意
見

書　
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
で

は
、「
有
人
国
境
離
島
地
域
の

保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
領

海
保
全
等
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
き
た
が
、
地
域
の
雇
用
機

会
拡
充
等
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
国
に
よ
る
特
別
の
措
置
が

必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

に
対
し
、
支
援
策
の
更
な
る
充

実
や
同
法
の
法
期
限
の
延
長
を

強
く
求
め
る
。

◎
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
担
う
地
方
公
共
団
体
職

員
の
人
材
確
保
に
向
け
た
今
後

の
地
方
財
政
充
実
を
求
め
る
意

見
書

　
全
国
の
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
、
人
員
の
不
足
が
顕
在
化

し
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
持
続

的
提
供
を
図
る
に
は
、
国
と
し

て
地
方
財
政
の
充
実
を
支
え
て

い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

意
見
書
（
要
旨
）

　
令
和
８
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
は
、
府
中
市
武
蔵
国
府
跡
施
設
条
例
な
ど
39
件
を
審
議
し
た
結
果
、
可
決
18
件
、

同
意
21
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
は
、
５
件
を
審
査
し
た
結
果
、
可
決
４
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
４
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

・

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

及
び
政
府
に
対
し
、
増
大
す
る

地
方
公
共
団
体
の
財
政
需
要
を

的
確
に
把
握
し
、
地
方
財
源
の

確
保
・
充
実
を
積
極
的
に
図
る

こ
と
な
ど
３
つ
の
事
項
を
実
現

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

◎
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
の
運

用
指
針
の
見
直
し
及
び
厳
格
化

を
求
め
る
意
見
書

　
政
府
は
、
防
衛
装
備
移
転
三

原
則
と
運
用
指
針
を
改
定
し
、

国
産
装
備
品
の
輸
出
を
非
戦
闘

目
的
の
５
類
型
に
限
定
し
て
き

た
枠
組
み
を
撤
廃
し
、
ミ
サ
イ

ル
等
殺
傷
力
の
あ
る
装
備
品
輸

出
も
原
則
可
能
と
し
た
。
こ
の

決
定
は
、
未
来
の
平
和
構
築
に

大
き
な
障
壁
と
な
る
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

及
び
政
府
に
対
し
、
憲
法
の
平

和
主
義
の
理
念
と
国
連
憲
章
の

遵
守
の
堅
持
な
ど
８
つ
の
事
項

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に

市
長
か
ら
農
業
委
員
会
委
員
の

令
和
８
年
度
に
試
行
実
施
し
た
議
会
基
本
条
例

検
証
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
本
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
、
議
員
の
任
期
中
に
１
回
検
証
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
４
月
に
全
議
員
が
参

加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る
検
証

を
試
行
実
施
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

」」

https://www.city.fuchu.tokyo.jp/gikai
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